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Ⅰ 土療の化学性の分析
I

/ pHの剰東

上顔の P畑 土土嶺の懸 濁乗 車の水 素イオン濃茂 (清昔

を現 わす精教 で協 /)､土療敢 鮭を知 る子五､か ()となる.

一式て虜 tt灯次の還 /)である.

=--一･-L･i:一一二一=一云了 --

い/+)- 7K棄 イオン寛夜 伽 み♂//夕

懸濁 衆 t:して'j普 ii7Kか二､､時 /二は /ルk cG カヾ 用 いら

れる._一割 兵 は比色滝おCf〆ガラス亀 鞄 .=よう剣 先ブ毛木5)

ろかご.現在.E才主としてガ ラス電鹿 茸 が周 い られ る.

し液 量 〕 ガラス 電極 PHメ-2二

]il'互しん とう滅

ぼ 蕪 〕 中也麟顧壇頼準衆 (FH_7 )

7 7,U､頚盤陳草薙 (pH〃〕

〔操 作 〕

''' F〟メーJ7-の調整

ますヰ他 瞬酸塩樗孝養 を､rク ノ仇♂ ビ ーカー l二と

(/)



辛/

()tそ(/7軒 ′ヱ積 出部 をC,tた し.甑 /分 后 F〟メータ

ーの針 か秀 一/Jl_示す値 I二一致す急｣-うに諦 正･-孟

み (cLCk 乙-し方 )て調 整11る ｡ 電塵 をとりrLh

L木 親 し, こ矢に 7ア'L,酸境 棟 卑液 *1二C,Lた し. /令

后 ､同し､､iう.,-_I/-クーの句~かし表 -/に未了値 ヒ

一家すうように席､正っきみ (C,6m CZZi,TL)て詞藍

Tる｡諦 正--･･'きみ を-動か した場告 は.)具す､t,うー顔

中,&嘩再三纏も棟準乗車 にC,tた し.鴇禾イ直が恵一 7仁示

す値 と土 C ､Of E]盛 域内で一家てるカ＼どらカ､頑転＼

める｡

ガラス電極 の/便 同 仁あた ってば ､ヒ感 電趣 内 に塩

イヒカ リグムの結晶の存在 をた しかめ､もし皇rTればヾ

触 出島化か )ラム溶液 を補充 する｡補 充 ロのゴ ムキ

ャ＼ノ73ははす､してノ便阿する｡横 田后 は､ゴムキ々 ､:/

ア をはめ･ガ ラス電痘 ととも(=絶7K中に- けて侶 昏

て る｡

く2 )



恵 一′ 頼常勤軒液JHe,pHの伍

米 1 電睦 を方焼 魚 二挙 げてメ-p-の針 状安

東 してか ら読 む ことか旭一要であ ク､安長

するの lこき寸/分 か かる .砂時計 JZ73ビ間 し､

るヒ4更別 であ る ｡

米,2, 歳 検束 をか える ときぼ .電橡 を艶 7Kでよ

く洗 い､才 歎一ぐ ､こす ら妄 し､､よ う,rl､牽

く フ厚着を玖 い と竜 U

(3 )



米3 標準壊衝煎 (pH/一夕一冊 )官市欺 され

てし､る.

･J , 土疫 の pH測 度

風乾細 土読洛 ･zoZ を上皿 天秤 を田 し､てハ｡ラフイン

終 止 二軍乗 し 之 00-ne - 再 フラス コI二軍 しい れ

一米/
る . 空も7Kiloクn,Z を メス シ リ>ダ ｣ て､加 え てゴム

全々をしてノ往ノ観 とら塔で/時軒振 とうする ｡ 懸濁衆

を /00-2 ビ ーカー J=うっ しい れ FHを剰 喪 ずる･

た ､､LL毎 回ビ ーカー_を曙勃 Lてか ら電睦 巻剰 良和 に預

けてーき寸/分后 に メータ ーの針の塙 元 を読カ と急 .

来丁 純7T(は す 'レガ /去､ィオン央採御 旨の小

型を寒頭重 におけば-晩 学Jニイ号ら+,Lる.

い主 群 〕

土療 Iニオブ T57号くC)比率 は / : ネ f I(を 量bt_)を

問いるか∴ F-､H層 な ど､て､､こC7)剖 合 し､の水 甚加 え て

も懸濁東を)/阜にくい場合 に 虐 / :Lf- と し .剰売声己

現 には 米印葱と､､をっけ/ :fdD比 を明記 してお く.

(4)



,2､畳瞭酸居のガ庚.

〔嬉 置 〕 /主複 Lく とう嬢

包勧 ビューレ ット √♂〃nE ノ 奨 申 コ L/

.7JIT

マブネチ ッJ71ス アラー

〔試 乗 〕

｡/J Jル kcP･･･帝観 亘cc 74,･∠3 を鰍 fこ とう＼

･ し･ メス 7テスコを周 -て /♂ Jこ長音 したむのを

吊いる .

･L ) 0- /〟 /庖 oi/(標準蕗蒋 上 市現 冨 あ 穴 シ

1ウ敢 (I-fフて777 ヌ-を湧泉 し7㌢1.ものを用 い る .

TJf= 777ク ー栄え につ い ては頒 速 ｡

LJ ) 7ェ / - ,レフタ レイン祐 乗象 ∴ ク､/}: 7 ∫レコ

ーノレ蕗 衆 (市 硬 岩あ j)

し裸 作 〕

風乾短 土試料 ∠ -3 をJ ♂ク 〃d 巷 の三南 フ ラス コ

7=と畑 /〝 fce 速衆 ,{2,/-♂ 勧 ロえ.7 ,ゴム膚

を して撮 とう嬢､を用 いて/南 画掩 ヒうてる万＼､あるし､

ば/ ET両 と-きど､き聴､とうしき木ち静置守る ｡ 卓班好

くf )



紙 (東7li汗終 ル d,/i /,〟 ク d ら.Lく(謀 ′Jyt?,fc

木望まし＼リ zL/'戸過 .景初の矛飛萩 -wL2 吠准 て

-;戸衆 1,{ ノれβ を､木 - 'L/ヒ oべ＼ソトを固 い 2 (ク0 ,九9

各三斡アラス_i ,.=と/)､ 7= /-/L,フア レイ二-(3滴)

を指 示乗 として.0./ハ/ //血 ♂〟標準溶衆で清見する｡

清泉の讐点 は無色か らうす桃色 Iニ変り､ その うザ桃 色

ム /∫二秒何萩置 して.C'硝えな い 醇である.

〔計 算 〕

久 汗衆 21-,,,zj /=毒 しr= C､/ル 〝 aO〟 ノれ♂歎

Tr ･･ 0､/〝 /̂'%ク/少 の 77 7グー

置換鞠 隻 (ul,) - √ x 久 X f

77/7クー の凍 亮オブ去

777クーのわか -7い う シュテ疎 (竜 歎冨あj)

/o 〆乙Jeをと9.(/Tt-,L'ヒOへ ..)卜を吊いう)7エ/-,TL/

7夕レイン /へ え 痛ヵロえて ､oノ /̂ルk oF/)こて滴

定ザる｡

ファクター計孝

之 ‥消費 した ク./ル 〝 aoh'〃乞♂ 数

/(ク

~完｢ - i

ld')



〔注 意 〕

o/〟 /楊ノ〟 横牽 各衆 の帰 存璃

/抗え_0〝湾一束Tj:生気にさ らす と､空気中の炭酸ガスj'

唆JR:し.炭醸 ナ トリケヘ (〝 久 zCO, ) を生産 し∴各芽

中の/γk a〟 の一畳 7R1-滅 JJ-す う ｡ した が ってー 生気に ここ

､∫ワノれ♂容 モ _JL/製 缶勧 』 レツ

′ ソーア ライ∠＼

(ソーダライム管たい れる )

,丁 だ 草:･tT･lT

Jt ゴ A栓

ゴ ム管

ガ ラ ス 三二

l⊆i

ク､/ /ゾ /ケおク〟′

標 準 洛 衆 .

(7)



Lr=,,庖 Oi/溶液 をそのまま/標準溶液 ヒレて壊 うj･,汁

)こぼい かな い ｡

二のルk o〟溶液の備 存は横田する百勧 ビュ L'ット

を上回G7)よう(二す れば安全 で■ある ｡

J. 置壌 鹿石灰 (/〟 jlce 浸 出 )の東 曇

〔素 量 〕 f ク 此♂缶葡 ビ ュ_レ ット

マグ ネ チ ッ 7ス 7 - ラー

し試 乗 〕
A /

･/,EDTA a,a / r,休 洛衆 - ドータイト2〟a (辛

原 の韓 鮫 苗 )約 3,7toを親 木 .=嘉 零 して､ 全容環 を/

A とするD/ioLj土 テレン試乗輯 中に帰 存 し､後 吉己の亭

-;竜Ili-/)標東 しておく.
凍z

(/=) TE.A (/:/)7K溶 乗 - トリエ ア /- ルア ミン

(市 額 の トー ア イ トTEA )と熊 木の孝養混/針物を.

l於葺をET毒 l二つ く 急 _

(3) KO H (5'門 )水溶燕 - KOH(市韓 の噂玖 買)

z z I 矛を穐7KL=嬉野 し､全容環 をf o♂〃謎 とする.

ホ○リ工テ L/ン試乗釈 中l=唇,ie:してイ宗存了る.

(8)



東 3

･Jy ) F<C〟 ( ∫X ) 根 容液 - KcN ,矛を絶7Kz∠

dL47に溶嘩 す る｡峡 間の ET与 に作 る .(Iく Cハ日 土 匡

イ本てi/7人讃衆 千･も､空気中のCO之 を吸 岬､して, :久妻

に kzcoョ )1変化 Lて顔く. その間睦.め く禰轟音シ

アンガス を発･宅 する .k cN溶衆 を醸娃 lrTると .′声

蔵 の夜長耕一碕･l二奉 る.

それ攻 ､kCNを希種 した痛発､すみの束 を菰 しそ どに

＼嬉 てる とさば,流 し重水 て-充分 に洗.っ てか ら､タ畳 o:

水 を流 しをb('ら.耕 フK孔 の近 くFZj宅て る . k:CNば妻

鹿 の砲 めて~憩い蕪 苗 ITLJg)るか ら ､偲 管や~取扱 い Tlf現 しヾ

の注 意 を葛 する.)

(f) Pm c771一 尺Aed乙叱 指禾乗 - 市敦 の ド-アイ

ト〃〝稀 釈端末 をそのまま用いる .

局 ) C久 標準溶衆 - 市鞭 のーC2ぇ棲孝溶東 (/co ♂

pF仇 溶衆 (斥血 記入 ) )をその 3-ま同い竜 一

/莞3-吸光分町吊 ヒ して市 取 され ている場合が 多 い b )

〔j果 イ乍 〕

/〟 - kcク で潰思 され f:=夷 の /29 _〆′♂ を ピペ ットてI

J O O → 〃乙♂ 三両 7テス コl二耽 り これ lこ鮒 /{t9ノ如ノ

(デ)



TEA溶液 {〆/t''′ gr7K♂// ダ加♂.fズ k,C/1/

{滴 を 順次加 入 し て′ゆ< , 巨OH慈衆 をガロえ,T:1時ヶ ら

凍 蟹)

牢トラ分画 (j分 画同砂噂 計 を常い う と僻 Ll)rT=｢たら.

了::I-っこ - ~∴:･- ･LE-:千･i:モモで !,･IJ･:-,:rJ=･-･7-‥ 三＼

さを みげ､貴い服喪の壊 こぞ､確 拝 し(マグ ネ チッ 7スP

ラー横 閏 月旨禾乗か溶 甲 し経 つた ら､ { C 仇クビLl -

レ､ントか ら. クー0 / 召 ､ EDF/月蓬凍 てせ ち)二滴東 し

ぼ ドめる ｡

希 衆の色 は､ Cえ 含量 の;多い場合 は黄色である か 南

東 かす すを t′こ-れて)天才に栗色 に 衷 る .

紫色に 告 るまて∵は､後 未設差 C7)生 L/きいア艮長 巾の直 さ

て･蒋果 し､吹後 女色にやや時何れかか＼るか ら ED774

を一歳一歳抽入 し,長嶺 の一三南で青色17_夜色7号魚を

3冬点 とする｡

〔EDTAの標克 〕

(左標準溶液C7) /0 成ク をヒシヾ ットて､'J♂♂ 〆L♂ 三 両

7 テ ス コ E=承 り､ これ こき亀木 /､√プノれ♂. TEA溶衆

(/ ･/)∫ .imp.8>r7 KO〝溶液 ,/ 叱 ♂ tr/ど,kc/V

溶液 f膚 ,一p-- れ 一尺- 塙 示乗 鮒 oJ 矛を順

(/a )



次仲人 して EDTAで､満足する.

史 量の裸 の知 机 ､注恵Acl｢争崎 (ま.素単 車の C久ヌ

ー萱 の.操作埠 と全 く同様 11ノ行 なうP.

(計 革 〕

ED,Aの､ (聖篭 欝 の) × /o

も レ濃 蔑 ′ EDTA溶液の滴乗数

Cぇ清華溶液 は /Coo p.p.,,i.で あ る か ら . 己JL,讃

席 は.了穴の様 にTi-急｡

(宕 禁宗 の)--⊥ XF- ♂ ･♂よ ビア∫〔5{C,ク8-

F ca席孝衆 の ,Z=a晶

し警 岩 )-
(瑠 h)×(競 票の)

(環 出l二間 い た上し､まうの重量 T,q)

x Z x _(_撃量慧コ × /o o
/ど)

一､三 jrT

斗 / EDTA清見 1=お い てri ､イ オン価 に勘

係 な く､ / ケの五庵 イオ ン と､/分 }の

ど//)



∈/)rAカ＼･反 応､す る (]＼ら､潰虜 は規長嶺 ('V )

で普 く モ /レ港 長 (r7)7/歳 ぼす.

EDTA lよこ安男 を米債 で･あ るが .環ノ与力It恩.日

とカビ等 かせ 之 ることが ある か ら､な る<<,嬢

周の時詞親 し一票長 する と よい ｡

米 JZ TE/∠‖ま萄 ア/レカ U/i生巷衆 中 で 3価 の登 竜 イ

オン(FJP3+,,A〆 +//Y･*2+) と結合す るC7)ていし一人

ペ ン剖 ヒ し て用 い る レ

米 3 .L<C,NlまアIL/カ リ催慈乗 車て多 くの食鳥 (co計

･V,i-2+ノC- Z十 ′FA Z十/竹 ～十 乙- 之十ノ Cd Z十 )と

錯 塩 を作 るの で､ 貴Ic'/>LILく吊い られ る いんべ い

剰 て･ある,

米 ,K に0/H を加 入後 C7)時向 rJ分 画)li､湾南中

に 宍存Lて L-5 rl矛2+/を〃子(0〝)Z と して

詑 濃 さ ttる の に/道真 皇帝向 で ある.

タ 炭素の覚ま

〔観 葺 〕

土壌 の炭素の定量ラ毛ヒして.乾式 またLi温式燃焼痔

(/,I)



お よC/r醸化痛覚/滝本ある .

現在 右が軒の森林 i療詞萱 T､ば炭 系の元号強 と-Lて

7IibLiL ;/i (教化濁度三を )を棟 何 し て い る.

ブ王 /)

最 近乾キ感度うむ こよ5分析番線-本 圃乾 され .膏潜 5:

東 量産 異が月号C,れ ている 少

7-& 夷は上…己の ようを鼻鏡滝 に比蔀･して､筒昇天.

貴方尭ていある∴一級 にrAく利 弔されている一

(/)酸 化

米韓 に重 7ロ へ教 が ノケムの庇 頭痛 一兵量 を加 えて､

涙Fulさせ ､土廃車の有者物 の炭素 を妻象化 して､炭動 ､

ス として選一乾 させる.

.･1
1

1･･I･･

kzCy1207 十 4F/zsO5Z - kzso .Z 十 Ci-I(SOq)3

十 ///ゲヱ0 十0 之

C十 2 0 - COヱ

(ヱ ) 痛･ 長

過 剰 の重 ?ロzl敢 カ リケム を等 /鎖 7>モニケ久慈

来 て､斎足 して､斉質 された喜 フ｡ム硬 か ノグムを耳 也

する.

<.′こヲ )



1く∠C､レ-:.i)7 ｢Z///zTr0〆 -,-/<･zSO,/ 十Crz(言Od)I

十 ･,/,,-/_,0 十 ゴ0

2 FISO,/ 十 ′夕zSOqz 十 0--Fl 2(JrO∠)j･十万ヱ0

〔競 置 J

連｢ラ谷 二 金属鹿各署又.まビーカー /ヱ流動ハoラ フイン

を入れ ､金網上 之加 東 L.洛中lニ碑 八 し7L=遺夜計 i･ヱ

よ/)/5>o oC 肩甲帯IT-5-三 角7テスコ の藷東 を何

十 こね 祭守る た bL).三再架 をラ由･洛 中に戎二め ､その 旨

i~Tr慧 一

'EJ勃 ピューレH/ト '･ 逆転 コ ツ/-､着色試乗瓶軒

マフ､ネ チ ッ 7 スプ ー ラー

'L試 乗 〕

(/) A/-kzCi-207亘 フロへ敢 カ リウム蕗衆

(頭北 東 短慮 己 ) ニ

椅教 室 7ロム覇 か ノウム約 ㌢ヲ矛を上皿 天秤 て､秤

零 し 艶 木村 /JeIニ姦碍 てる Q清孝 を宍雀 試乗而耳

に帰屑一す る ,t l)だ丁 とさば帝 円ゝ を一席 に しめ て79＼

ら.髭 い た と｡ペ ットで五感 lこ /♂ ノれ ♂ とって試埠 5-71

刀ロえるー

(/# )



(～)澱 疏敏 (分簡 南勧軌 ) 比旦 /8･¢

/ヱ玖芸

(a) 0.i A/-F_e(〝〟イブZ (SO/1)よ .gF/之0 歳腰

帯 /錬アシ毛 ニケ久慈･衆 (清泉兼 ､誘き景色 ) :璃

Ij規続報等 /錬 アンもニウ/A(/俗務 rloか 塩 )

8'0才 を菜癖 矢 /ク 一㌢適 を加 え た /j 飽 水 に溶

解 し､一葉す れjr汗過 し.濁 色瓶 車にノ保存する.長期

向の/儒ノ存 にた之ないのて､･ 駐要に応 卜粟音 量だサっ

く る ｡

(す〕 デ フエチ ルアミン溶液 (塙 車乗 ､無色 )

:韓鰯 /c o ne を艶 永 zo勿老 中へ注意 し

7tJが らう主人 し 族舟後まだあた たか Llうちに､椅鮫

デ フ二二 ,L/アミン 紺 矛を洛辞 し､滴洗車 に保存す

8 ,,

(∫)憐韓溶液 (終息叩充用 ) ･･ 輝頭 〔東風 ､虹亘

/170) /各 と 飽水 /容 とを混 合する.

し原 作 〕

(/ J 章敦 イヒ

風乾知 土 f J 茅をメノケ乳鉢 で'圧砕 し､その餌

(/I )



∋主∫)

a / ,--/罪 ( 0･/ -7 よこ傭 秤 )ち /♂ 0 4,Ue容三

角 7テス コに秤 衷す る q また乾燥頑量 を同時 または

与るべ くせ い蒔餌 I:軌更 するL

/V-A,zCrz0, 容衆 /o JmP をt=Oペ ､ントて■'jTT之

､7ラスコーを廻■表 して土壌 とゴく菟和 しTiA灸 ､濃硫

き戦を /oノれP抑 え る. (蔑硫垂晩の希 カロは､ 大体一兎
/

畳 を注意 して加 えるた めヒOペ ッ トを成 田す る古のて･

あ るー)

たj-{ちに三角 フラ ス コに､小型 ロ ートて~蓋 をして

あ らっ＼しい的加熱 してあ る汝三谷に浸 し､ /0分 句カ口熱

する .農相 官接物 の分 帯 i二より烈 しく発 売 了弓が

鮒 f分 7/帝 王る ｡その.後 は底 面か ら希 い発-近,51-さえくD

カロ熱 中は時 々7テスコ を具象 ､して､ 7ラ ス コの内壁

11つい た土塊池 与を洗 い 毒す｡

/ 0 分 画加 熱後 直ち に-;由告 か ら衷 j出 し､7ラ

スコの外壁 の鵜 を歎 おi〆布 でぬ ぐい と り､ アテス

コ J)内容物 を .∫ ク ク ,u コ ニ カ 'レビ ー カー I二ヒ

る｡ 7ラスコお oIPc)Llロ ー トば 紀 水 で充分 に競 い

党系 をコニ カ jL/ビ ーカ ー L=移 す .粂 木 を加 えて合 計

(/づ/)



を二村,Z､ぐク_mJe として.滴兵.1ニ横 丁5. 衆が額色 を

呈ITる場合 は醸化衆 の不足 を示 すものて､,ある ..し,f=

が って ､試料 の凍 承量 を巌 L-て 再長 考取 をお 二号

う｡

(,21) 滴 足

指見舞 ∫ ～占清 と燐酸為衆 /o れ ∠ (メス シ リン

ダーまたは 駒込 ヒ㌧ヾ ツ トを峡 間 )を加え 7:-JJ貴 ､マ

7tネチ ッ7スタラーで主客表音魔 弾 し71Tが､ら ､√玖れP

ヒエ L-ツトか ら･?.ヱ 〝 鶴 等 /鉄 アンモ ニウ

ム尭衆 を徐.てにノ灯える ｡

この場合 ､コニカ)L/ビーカーの内壁 仁斎足衆 およ

Uい内嬉東 本困為 す るの ぐ重 々飽 水で免 ‥ 落 しをがち

斎発 する.

森衆Li豪折々や衆を帝〆た線色てあ香水 ､鹿足衆

を加 えるに承 って､次第 に豊青色 の色園 を増 す｡珂

疎を蔓青色に達 したそらが主意 して .滴 下量 をカロ泉

しそが ち滴定 を乾 け､ (得 点か近 し＼)衆ヵヾ曇青色を

失 って次無官 に変 った息 を韓点 と13号 .

(/7)



刷 /-rブシ 7足せ

土衆議碑 を加 えるいて､､上昌己の執 ヒおJcLLl-清見 を桁 うL,

･:..1,)疏 攻寄 /妖 アンも‥ グムの規 免 気

重7ロム疎77リグ人 (清三現冨 )JtE籾 卑し シャ ーレ

,二t/しろ廿､､､ /{/{ O - /∫o Oc の電気定温患 車で /蘇

_ここ̀_;;:-['1.I-I/ 灯.1' 'ir･<:.二･八一 /...: -:_∴ -ィ,/

ビ ーカーに入 れ ､満秤 11る｡ビ ーj7- の丙産物を､ね ク

Jmi♂コ二jhL/ビーカ ー l=注意 して衿 し.移 しお えたJ;37

,rt,eビーカー をまf-2席帯･する｡符号 差か ら t ZPク ノル ♂

コ ニ カ ノレビ一万- に凍 顕 した亘 7ロム覇､カリブzAの一畳

-_.一･~: =/

軒横 工して､ さらr_ 之 ケの コニカ JL/ど-カー (･=亘 7

ロムさ竣7ケリグム を横取 i毛.

/谷コニカ JL/ど -杏-中のき吉晶 を急亀水､に とか し.ぎ可

zf o ノ牝 ク とする ｡譲硫喝 /oQtP 七麟頭舞爽 /0

,ja♂おゴcJjl旨煮東 予 ～ g 滴 を加 えて 0.2 〟 疏 醸

貫 /験 ア ン--ここケ入湯衆 十滴 是 す る (4ク/れ∠前後へ

る はす ､で､ある )

(/8 )



鳥十 革 〕

月充画芸者 /鎖 アシもニケ入洛 衆の根長月ー

ル =
秤 東 した にzC卜Z07の音数

♂ C4{デ久ヲx仁g(〝〝kJz(SO㌢)Z･<dZC溶衆のク,週歎

J回の平均イ直て･･未 了 (荷敷数 字 4 つ J

L炭素号 の計算 〕

試料中の炭素名両年 x (詑乾 1 )

_×= -jL-さ⊥竺 1 -IL EL-1-)- x ,oo
W x (/00-i)

B :ブラ ン7見号 の轟乗取 の硝賓 GnP〕

V 二本真二量の滴定衆の璃賀一畳 (ノれP)

,̂‥慮頚 孝/鉄17ンモニケム湾東 の綬最長

J :炭素の ･禦 音量

W ･･i頻試料雪貴 く甥等J
d :土壌蹄 の範煉液量 (土壌 cD理 学性 q)剰え cDう

tB､ま転土の含水率君l幽 帝､〕

〔;/i 三択 〕

注 ′) 炭水薫育勃発普簸置 C,-〝 コーダー等

(/.ク)



I) 粉 末に し て 少し温めると洛畔 しやすい,

∫) 試練株攻一畳のET兵

試料炭素吉一重 x

､子~D - A/a

タ0 一- J a

j o へ - 一之C

′之♂ -ノ /♂

/ O - 子

､r -～ ,2

横束畳

30 ～ 3 7 -才

qF''-- rllI,I-I

fo ･･～ /oクィ,n C?

{

/00- /fo-乙夢
:-I,= こ ､･: ･'/

J o0 - 7J~0 1- し?
{

(Jズ JĴ,)



I 土虜 の屠 単蛙の)副泉

〔晩冬 〕

400 cc風 采工円筒を臥 ､,現地 の土壌断面から宙県

東魚 4)i廃 去乗取 レ.理学櫨 の則貴 重行 うo息 塵,gt'I定dP･頃

.存 IdI次 の とお I)で あ る ｡

_ご_三
＼/

量飽JK:rI-･- IL
Y

:I-J TI
㍉151:百 ･二.
tよる虎,lくi
L___.__ _-i
↓

符号
I止 ｢:竺_十一L._..__...㌣-j]｢⊥ ｢＼三.IJl'_亨

の測定

森1円 帯 J=よる或料床束

.床束 帝㌧全書貴可 動 支

承工円筒zZ)下端 左水 鳥 貫凍 ′ 一昼夜番畳

飯 '7<蘇全豪菅の剰互

凍土円筒試料左吸水蕨 の上 に癒着ノー一飯

静置

戚 71く枚 ･二よる解氷 時全書蚤 の剰 安

東工円筒4)下端左丸 に 凄虜 /一昼夜帝置

真 下大底ノ1く或験暴 lごよる ｡血 K爾蛤 路 次

d)塵水音 を*ス i) ンダ ーて'＼ノブか圃計測 _

(JZ/)



或科左ノJ､ソトl二ひ ろrf風 乾

風乾婦全夏骨の割 安

よ 劇 Ptの円孔 締 ′ 乳蝕 .互軌 〕紹LL.梶 .顔

(=､う､香 いカつける .

二 三 一 IT-I---二二~';-/::-' 1-i-:I-::-A:--1こ~ ~~-LT

見温乾燥貴 で-昼 夜 艶嬢

蔽 ′三栄の気候普号測定.

飽土 の含水率剰養.
船上の真比重剰

基礎 の如 嬉 剰え

.庚 単 底 の涙 丸 ま

(_Zズ)



/ 森_i円筒/二J:名東､鈷床衷

〔機番額 〕 4LクO cc底 床上円L埼 〔図 /), 土庵 ゴテ

包丁(または,]､/7 ), 萌茨べサ ミ′ ビニール テープ ′iP

イ筑 o

･･∈ ≡ ∋ p - 葛

■~･■一.l.
′■■｢.■ー----､

t:;i■;==■
~一一L...___⊥_____

･一一一 一-一一- →､■⊆i■=i■■
rTg

二二~一 二一/

網 去

･,･T三 五

国 7 .床上円筒

*1

(凝 兼 〕 土壌断面のノ&膏血zf)I乏庭､中米蔀から,凄然

東尾 a土壌 呈､凍 土円筒に森濠す-8 .

廃土 円筒1d､上皿 大帝(感 度 /8)星河 Ll / あらかし.､

め風袋尊者 皇帝蚤 してお く ,

(スヲ )



′採乗 する軌/h i'リ / 乙1仰 ぐt,Ll上肇 I∴ 傾 斜 面[=平行

工 ､お >よそ CJo ,へ JO cd 四 方 の広 さ4)面 左托 リ､鼻

面 をキ らlこする .

この上 J: 上 L下 蓋 およ示昭産 左 はすlLだ 甲帝 を､刃
*1

の抑 左下･p二して静置 する J 円筒 から cZ -J rj77は 射 L

r=まお りに ,偶 で珠 の叶左 生産 かめ 右か ら､三乗 さ y - {

cm liと､勿/左Ll/常をI鼠 リ ノエー在 皇/Ta名 ｡

首足 ノ､サ ミ .乞 丁左珂立 和 笥4)まわ リ｡土 .′晩 夏,>

Lず っ乗除 _3<右か らFT簡内竺琴 I=卑 しLlよ - 3 97,m4)
(･c,7

エ宜 £ てい永山 にfTIUあけ ､円 筒 乞静かに押 レ､土宜 も

円筒紳 二押 し止 む o この尿 路 左上宜 左二わ 竺長 し､青 B,I兵

童 !=煮立 十 東森 吐畳 まで円 筒 を押 し旦 む ,

円筒と碍 L,込む喋 ′-方 I二歳 くカか'把 わ岳 と友村 仲 JIニ

間隙 か できた rjノ土産.か こわJT7た りする47ぐ ､円筒令 妹

(=卑 しし〕カ を加 乏るJLt卑 h<あ るヮ

フ ぎ /=､円筒上面 の食み の上 il,募麦 ノヾサ ミ. 包丁 を

壊 Ll,T77J) と ･).キ らに調 製 する 0

円 筒 の ,工芸 /二産金 する部/77%の上 之底 ､lと リ､上京 乙

かふ､'-A:-8 0 -,いぐ円筒 の雇 か らJ へ /0 C/刀の_i,i/二エ

(スtt)



庖 ゴ テ左三し321み .エ虎 と一蕗 'こ円r5r左広 ･)ど,a . 二0

とき門 前内の土庄 と外郭 とl=亘 怠る現 カごあ mIゴ､.放 り ∠

a約 ･=乾坤 レておく.

塩i和 宮4)土面 左下Iこし.庖革のエ塊 左努をベサミ

星丁左凍 って､て､､毎､ヽl=ヒ･)除 き′平 らI二司 教す る O

網墓 l=梅谷 する郭み の上 皇底 ､1,タデ私 立お き.開 基 .底

姦54)頃 /二か＼ミこせ Jb｡

円 筒eF)外 蚤 l二何者 した 上 を､ミ)さ と .).'lく命 の展 墓 支PA-i

ぐた め室 と円筒部の間 をビ ニ ール テープ〇ど言)さと∴

綴 工､円筒番号 ′東 泉 し7=-_深 さ ､稽 虹 左党 戴 するo

森顕 した或 和 音rd-aべ く竿 くALj星 す る Q こ れが 木耳亀

で あ舶 ゴ歯･3-･tj~ oC,4),Ya尻車や √こ保存 してよ く o

X･/ ●大域 ′疾 し,名栗が ある猪谷 , 同 一局 内で立真珠卑

血 盟 を3/#勧 する.

･*-2 昧 しよ ラZ:i土嬢 また は.抄衝土壌 ゼ､.r《 あ らか し..め

こdDj:ら屯 土佐 を肥 る =乙は圏毅 である.首を,;サミ′

LPT を伏 し)･慣賓 I二､上や欣 皇ヒ r)除 くと同舟 に ,円 簡

£揮 え一込 む よbJ=しな とて 1よ6-ら有 い O

(.i )



oz 鹿上田覇乗物 英度

し親展承〕 Ji:皿大帝 〔慮度/gj, 七ウLlウ現数ノJ､ソ

ト,荷 台.収束攻､

こ′壕把 ) (/) 森乗時全書菅 の剰 乾.

凍 土円筒t=密着 して､､aビニ ール テープ を除 き .外 面
ヽ

圭有できけい1/こ｣式 しヽ ′ 上皿大帝 皇国 Ll喜菅 を判菟 する ｡

ニ勿櫨 から森土円筒思量窒乞逢し3-(

∂d

(よ〕 絃水路全章首の:grl宣､

辛 l=珂 台 を しいr-_九万ロウ鉄製 バ､､ソト息周東 すJa .

｣東上円 筒 の下塞 玄はす L,､⊥夏 をゆる め J.十日 の中

の荷 台 I,=奇置 する｡ /ヾ ヅ Lの平 に希 か ′二,l(差入 れ .東上

FT靖の下鏑 の杓 J 仰 J77琶ノ責hlt常/j lくにご喜寿 する ようJ=i,

ノ昼夜 衛星 する.
*3

/虐夜 水に虜 灸象 ､円筒TE,乗 り虫 し､やや かたむ け過

剰 屯]lく/かま聡 Lo同 舟 l二名珂互 (-_町盾 している]l(.倉主席ぐ

かJaく東 口 とるo r=ゞら/ニ上おJ:い下屋 星E3あ て上皿未

年で帝者するQ

窄 ら止た 帝草 昼 から森工円筒親鼓室 も差JLき飽 ノlく時全

(Rd)



oz 廃 土円筒喪中dD英 盈

L横暴承 〕 上 皿 大帝(慮度/3 ).九ウロウ現数ノこ､＼ソ

L,締 台 ,疎水吹

上壌把 十｢,) j東萩蹄全書署~の判安.

巌 エFT軌 二密着 して＼､aビ二 一'L,テー プ を除 き .外面

左有でき仰了=こ｣式しヽ.ェ皿大帝 生乳 1宣草 む 判菟 する｡

=初値 から森上PT簡審議室且直し封
∂ U

(よ) 舵,lく降 全章蔓の:9']定.

ヰ [=珂 台 を しいた,+j ロウ鉄製バ＼ソト且周東 すJa

｣東上円 筒 の下京 去 はす L,､上蓋 をゆるめ ′ノ十日 の中

の荷 台T,=簿置 する. ノヾ ､再 の 中 J=希 か こ,l(左入 弟 .森ユ

胃 筒の下端 の杓 √ 研 m 琶/'t={永常 /jlくにナ委奏 する きろIこし

/昼 夜葡置 する.
*3

/昼夜]KI二度 灸象 ､円筒■互寂 ･)虫 し､ややかたむ.ナ温

-FJ屯]lq分＼ま 噴 くo同 舟 I二名珂哀 [-_町盾 してい る]K食 主席 で

か3く式 日 と ∂ o r=ゞ ら′二上おd,い下呈 皇Igあ て上皿 考

年で帝昔 する d

窄 ら止た 帝草 塩 から胤 工円筒局後牽 乞差JIき髄 ノlく時全

(ヌd)



童首 を玉 あるq

東J /ノ昼夜永 ,二塚 壊 して 手工虜 47表 面 よで,7く生 滅 Ll

あナな しIIを各 は ,帝骨 後 ､温 フル コ ーJL,水 (細 JObcj

をi虜 4)表面 '二で軒承 するれ 舌だ)d･ノ1､聖 コソ 十､石ビ展 し

暴 rq/こ珠 上珂 韓賓 科 を^ 町 ノ -､cj時 喝采 して⊥土廃 をら

aお し､_,拍 臥 la,ナ宣 言丁熊 ･こしてか ら再 び､ノ昼 衣 ノlく′こ

ノ責務 し.帝す する u

(3〕 戒 収攻 rlよる 統永棒金雪盲の:叫其 邑々水砕金蔓置判

宣教あ侠 工 甲 簡 且工 面 左下 lこし､下亙 .網蚤 ilます了 ｡

プ 蘇 ､ld その 去 ､乾 して £ < .廃 土 甲 南 /二項収夜 を乗 せ

済叔 ′1線 と戚収枚 を患 者 さ止る ∴っいて-顧 く敬 呈下 Iこ

して網 島の上 )=重き､エ富 む Dるめノ昼夜帝置する｡/

昼夜径温灸 ､喝墓 .下貰 去 Id=わエ盟 天帝 で辞書 すJb J昇

られた厘か ら森土 日野鼠湊書 も星311う ー嘩 岐 lニj:る雇

水 路各章菅 盲求める｡

轟 音後､廃土円両賓科 まま-92の壊 借 に L,たが い ､亘

度武 一I二項凍 ′′紅ノ1くさせ ′明の直力くま衷測 定Iて備 える ｡

(ス7 )



J.透′心墨質 の判定､

L,夜景額 〕 真下大⊥星,lく武観 象 (耳 1上 /♂ク ,77_ど患

_{∴､.′･,f三 ･･l･rJ .'･;_言､〔･.･-,: ∴ J. T 一･. lT

～
ソ7 ､＼7方､･ノケ

＼≒ ､､､;i,く A円筒額
I,,,,米,/了,I/I/′
凍土円筒武軒

∫
/

′

/
/

/′

///
.′ノノ//′ノ′/
/ /′ /′/ // //// cc

:/1=

鴇
倦､ノー/＼､/

;.I.日
‥

;;
I:I.I
,-1=

=小.川Im;日日;I.;I:;.‥〓∴.国cz 真下大 底水星 (yl〕

(.78)



真下大底力く蛙或験象 はJPIL孔冒圭毛っ円筒郭Aと刺,ILO

皇てっノlく膚/楯 喬のゴム ヰユ ーゴ､か ら電-b｡円 筒軍内夏

I=は壌土円 筒l=カ､ゝ る ･)ンダ五､と･)っ サてあ .)､ノlく槽 69

内 憂 L二は炭工甲 南の庖 孟 さ よゝる ･)ンク､束 の台 が ある d

円筒部 l=注がJlした}7く励朱工円 筒内の土塊 真底主星 し､永

鳳 二蓬 L,､剰孔Dか ら粛E,lく封 Lる｡riお ､円筒前 ｢こまか､

出た食刺 のノ1くは朝礼 ロか らたゞちt二月E'lく5射る O

-(風 T=) あられ し､､め}7(槽中 二}7くを毒 してよ く o 東谷 に

舵 ,lくした凍上 町商の,L 藍 をrd:れ ′丘状或衆愚 の門歯部

室カ＼ふ -とる O森工 円 筒 との つ73+全乳 =ゴム +コ ーダ 妄Id

め 閣僚 から/lq卜て J717=JLIdrうま菟 し宏磨 き it葛 ｡づ ざ

/こ家互 をrJず し､床 上 円菌 も水槽内4)畠 にのせ る o 注 水

,二よ り試 科の裏 面が 二束 飢7岩､)j=らrこ､試料 の上 ｢ニiP低

ま 47吐 ､ノlく速水 宣甲 簡布 Iニ宣 ぐ Q 制 札 taか らノlくか､虫纏 め

る と同舟 に時間i rまかる ｡ J一命攻f=､大ス シリンダ⊥ 皇

嗣 Ll /本 圃 47j泰′峰 阜判 定 する｡

透,情 は工療 構造の 石本 ､い Jこよフてかなりの差 遣 かあ

る o レ定木､りて ★ス シリンダ ーは大 -ノ)､/谷産 宣布 乏てお

き .血 lく骨 のか多に より適 宜藍Lで横 間 する J

(_ヱP)



･?. 相上 ､孫 ′根の弁別 ･緒

〔磯暴頗 〕 大 ラロウ鉄製 ノこ＼ソト ′JW :大帝｢/亀賃 /elj

TET(虞･壕 ♂､/3),外 後 /√C.m勿 平底 虚数泉魔血 ノ¥
一半･ノ

zZ,)岨 LIZ,し1ろ屯大 き三4)平底産激震 鬼皿 ′鉛製ノヾ手 ンサ

ー 後 よ 勿m勿胃孔 軌 乳鉢 ′間 のiu奉､刷毛 ′ ピ ン

疋 ソ ト,火 ､ノ>ユ珂

〔環 椎 〕ia'lく底夜の,'q･l定 を終 主た森 工 円筒教 科 も,れ

ウ ロウ欽 袈べ ッ い こあ サる｡試料 をくず し,うす くれろ

亘る o珠上円筒は各部命＼に分け/;P観 ととモI=,ヾ ＼ソトのJ

略 ,ニよ くo高温 まきす､日蔭 てヾ風乾 する｡王権 lま Jとく

に延鹿土痕 の湯谷 は.乾演 する と冒蒔 する ので風 乾の速

星 でJ旨でほぐ して よ く｡ この とき廉やT:tildて､､きるJでけ亜

L/出 し ベ ットの隅 r二£く｡

毛各1二乾燥 しTI-_右らば .嵐 乾金 吾章句判長 ノよcrt/旗

現 の朗 rJ主.行 ケo

l皿 天秤(底夜 /3〕エ 1=外餐 /∫ colカキ底 薮蛇

組 まのit-,ノく1ラ サゝー で羊衛 星得てよ く o

L凍 土円筒およびlデ範 /乞噛 してい る土壌 主剤 jaと喋 っ

てべ ､ソトtfJ,I二rg略 すJb｡つい乙''JJ＼ソト内の笥判 iす-ヾ て

(50)



上の政 教東 夷皿 l二瑠 し,帝首する｡各 らJltた植Id国雄郭

A の風乾時全書骨 である.

っ ､､ぐ武科車o廉 ′ 楓 とできる卓､け藍か､お し､Jgか⑦

威 製兵発皿 J;,a:リよす . 威 う りLた要､料I盲孔欽(,i:移 レ､岬

の乳棒を携 って墜 く左岸 .よ Jmmの円孔軌 二子多し､､ミ､る

LlノかけるO締和 二牽 きJ7Lた或和宣卑壕丸鋸 I二王ヒ'､し互 砕

ふるい功､LJる｡二の腐肥え組 し′伝動 二硯 と廉 お声tJ岩

千のi虜 が或 る壷ぐ続 ける .稀左通っ7T=細工 は古く湛 吐'

て,7Tiロ鮒 ビンJ=環存 ′細 工含水率および真比重測定嗣

I=伏 す-60

時エ Iニ歳 三,,)Lr=蔀介 は .うきJ:蒸発皿 /こ/介 ITた簸 ′威

と冷 し､双 の菜淡 乙盗易 Iこするため..鼻炎皿や ｢三見;姦宜

注 ぎ一夜水屋 すJa0

素敵 の西風 勿皇-2功 β の 円孔婿l二軍 し (内容物が 小

､協 会,よノl､空 欄 か･J ､リ ′稀の車で永淀 するク 長森 教

ピン▲ヱツ 上 之壊し十晩 をと り出 す.細 かし1梶Id,右'- )L,良

れ 二九 をは り､捕 互67,＼ば 水干 I=箪し.JSLIr=楓 を 叉ツ

三ユ締 忘煉 っ て すくLlと ･b o 魂 は稀の車 に複 ご/ILてLlる,
泳

=47才 う !=して/秀＼■ナら 血 色17R,威 /J利 ′てl=真夏皿 ',iと

(ヨ/)



リt､湯煎上で乾廃線 . /0 3 064)を易経横暴 で-慶永

乾壊 し,皿 大牢 (感度 q/3)と､砕夢′像よ｡か､魂の

乾凍車賢支得 る.

* / 武叫l_:よ リ7晩 ′成 句首 Id さまさまで あ るO ,した

が フてし､ろいる を大 きさの 煮 発皿 呈画奏 して-お くと候 利

く"あ･b .

J 細iez)あ1く真 裏よ心､臭 比雪 の剤を

(/)一組土合水草の測定

L強暴額 〕 天守 (確度 ノ抑g J ノト皇帝者 ビン,デシ

ケ ー ター.貫岩畳乾 凍ゑ

あtPカ＼L､め一年草 と､ンの東 嶺喜 一 館 畠判 定 Lておく｡

(/ meまで清 市 )

亡旗 花 〕細 土 /--2g 童甲骨 ビン ･=と り.末年そ＼ノj1,3

まで椅帝〔判定温A上 二励ま /0{･C, の乾 壌居､内で

/昼夜乾席後 ′デ三ケー タイ 二頂 レ室温 まで奴 や 一のち

稗 <Jaまで糎 (;～ - ら) する.

次式 /:i-リ紹 土 の合永丁季夏尭 める.

(3.2)



乾 燥 J或 菅 ｢∂)

含ソ1く卑 X - ..

喋恵二田 土 重曹 (タ･)
x /♂♂ ニ

♂ ､季墜空要子噂 卑Ar準 墾

u(cj炭貧相上官昔 -鵬 超A一年草 去､ン使者

(i ) 如上おTi-E,(､硯 d7)兵比を剰泉

0 出費 ビン にざる剤 卑

L穐嵐項 〕 天守 (,i度 /,W'5〕 ′ {o刀1/･忽比重ビン

('碍 3 ) ,砂 皿 ､虐星ノ1ぐ療

一tTIT5-1-JTJLノT.I;
a∴

■.

,,

可

ノ

＼

.十

十

.､
㌻

lr ご 比 喜 ビ ン

(壌 ]F〕 あ らか し､､め合]k亭 主尭 めて 参る風 乾画工呑95

3互ベ ラビン桑 乞藤 一(,-:と J ､ ノ mgまで賭帝 L- .比享

ビン/二軍 レ入頼 るC乳 1た ノ㌔ラビン薬篭紋zO喜昔 をは

か り′ 盈ヲい て ､底 拭繍 上の竜骨 (判 毘埴 A)乏得て

く言古 )



お く｡うわd て周 経 に とむ土嬢 で 1台∫3え とる 姥 か孝

く ､釆 /二クー火 床梓が野乾 に音名 .この ようri蕗 合 繊豪

富頗 L,帝顕す80

比重 ビンの∫各 国 ぐら､lよで絶元 旦和 之 ､砂皿 エビ寒

沸 し臥 ､よ3,允功＼'-1宜斉 し､_栂 30番＼圃女鹿 す る3ブギ

に あ らわ＼L-･め東沸 した熱ノK五匹之 比 蜜ヒン £み た し､30

oc,a)痩孝 ~/二環 T-_叔た水槽辛 に浅 する o 二d)凍粕 ま比重 と､

/L=東 児 の人 ら定 い よう手早 く し点 くて Ii荒 らr6い b 縛

/降国務置するO

/藤間後 ′比重ビ ン を水槽 か ら と ･)出 L,､席で武 邑 ′

ノ降 碍氷や後 ′符号 す云 (測定笹日工

別 I=､珂 し･､比膏 ビン に由& lくガ .ナ左_＼机 ､上記 と珂 L:

虎 ]7:五行 し1帝草~する (測定塩 ｡jo

細工4)異鉱車 博次式 /二,rI)五 められる

舘エの臭化を ニ
∧ ′

(A′十 C)-E3

ただlL､A′は展観細工 o)軌条主音 )JZ大 仁 よる

/90 -相上フ〕く誘＼率

/ク0

(3ダ)

＼
･･.･ご



腫 上勿兵出資Id:Jj＼載 杜)く下 よ桁 きて､宣める ｡

顔 の兵叱愛 も同席 にして判定 する ｡たr=t＼吊某か大型,jD

蕗金 Ia:輿裂孔銘 左凍､l砕､lて剰定 /=英 するb信長東 上円

筒試料 =@ ま爪る碇がク骨 (/cg シス下 )の楊各 齢 qLl

泉 を行わずに .手持牒 比奮G1 -7£臥 さて も音㌦｢. ちrdみ

に花嵐巻の異姓膏 ld:cJ.6∫ また Yく′二祭合 有者 の夕

､1鉱 物 互換'Ilよ､-般 lこち疎の兵比を は よ､占 - よ C であ

るo

㊤ 蜜をCヒ転式比薯オ ｢ニよる 兵 比童eZ),qll宣

〔嵐春原 ) 六､､ソ,/マン空家比敦夫比重草 ｢ヲ30塾 J

(図4J ∠ エ皿大帝〔鹿度 0,,8)

二の剰家法 1年虜化が簡単であ ,). レか毛温 度 に判 定が

ゼ き る｡

閣4 生気比軟式比膏計の構造

<af)



比重卦の構造 産 ､問 夕 に荒す とお J,A , B面気密宴

か ら在 ,)､面 者 は 是 正斗露 草 C-互介 して亜 紀 レ､面 室内

の象 邑 f=岩 木､ぁ仇ば 天 王爪る｡また ′ 面宴 I=子 まわ L,_〟

ピス トンが つ い て いく ､胃壁 のt.bスLンLg移勃 卜す奇数象

lこ直方､3TJ折る o

L席 代 〕 ′ G)万＼ソ 73,レ/ヾ JLJ ､皇聞 き ′Ljス トン A_之 .

｢止 め ｣ (tZ,)までノ後退 さ止 ･伺降 I二ビス･トンLT31よ卦教

嵐 の スタ ー ト ナン/く＼-i?起 置 に合 わ Jt名 ｡㊤風乾 由 工

ciO-JO矛 〔 ク′/5まで清奪 )£サンプ)L,カ ＼ソフつに入 山

て日夏 /二安置 し,ヨを を素餐 ,:して /√砂各 室 .か ソ プ

)レ/ヾ､ル ブ 左閣 め る ｡ a)手 書わ L,で ､A /日面 ピ ス トン i

勃 か し､AtIズ J＼ンか､｢iiめ ⊥に当 呑葵 (t782)芽ズ､直

bjJb. この間 ノ鼻正教 の娼 針 を ス//--)L,寓 に お く よ う,ニ

(A ,t7両 里 の 家 臣 琴丘 を多 べ くノト雲く保 つよう J･=)E3

ヒOストン皇進 めぞ々J /こ二重_す岳 (ピ ス トンが 動 か屯 (な

香 )o ㊤ /0秒 狩 っ て､満身 C,が 0真 之指 す ようL二日

ピ ス トン を動 か レ粛 正 し,か ソプ )L'ベ ルゲ 左開 い て0莫

脂 気 の 衣 らな し1こ とを墓 め て 卦戦葛､Dの歓温 Iti汲 み と

呑 ｡ この歌艦 (cc)が 試 料 の菜 濠 蕨 を 示 す #ら Iこ虹

(31)



され てい る ｡

o･莫 チ エ ､ソク は 上の頗把 と河 L､宣 ､ぁるJb(､ サ ン 73人,カ

･ノブ 夏空 此し一,こL-ぞ資 の状 箆 ～､行 う5号 し計数 各 の象 み

が Cで なか っ た 右 らば ∂異 才工 ､ソク £錬 速 乏 し脅 し)′ 0

との星 と+エッグ する｡ ∠フ臭碑正Id:次の風 鋲墓 によるo

tしヰエ ッグ 乏凡 そ 0兵 か､∂cLVリ大 空 ,ナ弟 tよ∴ 容 希 の利

動 直より そ れ ま産j Lき ,ク よリノトさけ仇ぼ そ れ J,i塩 蔵 判

定 _伍 l-Aロ之-a .

,i;めた風乾細工47突忽硬 から髭廉 裾上 の 亙とと菅生卦算

すb /-JrS次式 -t=iL塵界する o

id ㌣ r････て

′､ゝ_

紐14)真比重-
ル′I,I

vJ- レ山 1
/クク

た ､､､し′W'∫ ミ果拭 風乾昭 二重曹

(産 衰 〕

V か ミ供筑 風乾 紹エd)質恵療____ー▲_---I-一一~~

Wzt ヾ 嵐整準主脚 -)
も噂､

○比重オ¢濁度 庫同園の妖温 ヒ大体 平衡 吹 飽 L=あ る こと

{_=? )



･ -_ lこ.き･7;I-→̀-I一

十 し ,1 7 叶 ~L -

坑外 とかソ70/寸装置 の温度 Iニ鼻水､よ､√ O a )I/_エ あ って■手

rj ら 竃∴lo㊤或執 ま風乾試料 を押し)るO還 った 壬-の ′乾

横暴 で絶壊 した駄 科 は挿 し沌 い Q◎或軒の首 は ′けシ 7?

)L'カッフつ(容を Jo .C乙)4)7命 冒零度か､よい ｡整.しよ

うなA届 はノ05 ノ B鳳 凍 1す303どら､､か､壷 当妻､ぁ

るC

a j空事 度芽魅且覆d)卦算

〇 回林部ノ各風乾を菅の芽吹

誼工承乾牽% (6p)-嵐乾.仝萱草 -̀(局県乾壌尊者 十梶

の嵐乾萱草 )

根､Z9嵐乾首を rg)=伐の絶境を喜 入 /､/

㊤ 細 工4)乾凍青首 の算虫

髄 工乾燥車重イ3)ニ細工風乾夏草 x

英ソ

/oo 一細 工水分ネ

/i/Ai,1

◎ 盗オ及童-量 ｢矛J

妊根尊者 =碑 69乾燥 を音 大 よ ､7 t¥.A

㊨ 固 体索.かのノ妹蕨 の鼻血

細 i体碩Tcc) =腫上乾燥竜骨 ÷締 土其化童.

メ裸体承 〔cc) - 威 乾燥壷骨 ÷BRF'兵 比亘

(58)



1
_
]
て

際

際

際

J

k
...1. 梶棒希(cc) 二晩 の乾煉童貴 人よ､J年次､J

③ ,7(館 の与卜昇

一床束瞭'l(b馨 ｢3)-東萩時仝車喜 一(編上乾壌萱草

十腐 乾壌章草 ｢5)十定収重曹 )

飯,l<時丸か蚤 (5)=絶,l(称全章賢 一(細工乾床草書

十礁 乾展 を貴 十生像要一賢 つ

⑥ cE,困象 工よる舵 'l(時丸 身 蚤 -cR,l(硬 に よd舵 ノ)く蹄-隻

豪菅 -(細 工 乾県童菅 十朕 乾像を号 十監綴喜章 〕

･*･ノ /､/ lよ革 の周 乾 と乾煉 4)童骨塊 で あJb o

-x･よ J ､P Tす JRの% 97(餐 (盆尊号 I二村 す-a/リ 壬 d3

7iこしたノ系一致 <ttあ る ?

･x･J 楓 の具とと童 を平p7/J一占 ′ 盤 歌 の乾 ,j･条鼓を ｢y,)

圭手車 ∠3% とした と雲のイ京紫 で あ る ~｡

7 理学世の表弄､

⑦ 恵 斎喜 /Do c.C や 4)

宅転上乾虎

敏 でえす o
/

蕨乾虜喜号

盤根体頗こ

言‖言

㊤ 三相申或(廃麿東風 にお･1∂土虜 の､固相 .液滴

豪 商喜ry,十

/Ei

叩 醜 -(ー碑構 i封印 瑚
Y /0て)



ヽ 一

負 相 61る 3相 zZ)息衝剖/冬 〕
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